
ハリマムシオイ (ムシオイガイ科) 兵庫県ランク：Ａ

Chamalycaeus harimensis 環境省ランク：指定なし

種の概要 主要な選定理由

○ ○ ○

県内分布

県内における生息状況及びその他特記事項

保護上の留意点

人為性

ＣからＡに変更。神戸市と宝塚市の2箇所でしか確認されていない希産種である。模式産地であるたつ
の市新宮町では、多くの研究者らによる度重なる調査においても再確認されておらず、一時はピルスブ
リムシオイの同種異名とされたこともあった。模式標本を再検討した結果、ピルスブリムシオイとは別種で
あることが判明したものの、種の扱いについては検討の余地がある。2003年版では、後述のミヤマムシオ
イ（貝類Ａランク）と混同されていた。

今後新たな産地が報告されたとしても、そう多
くないと考えられ、生息環境に特徴的な面が
なく方策は施しにくいので、既知産地を現状
維持するよう努める。
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兵庫県南東部、四国中・北部、中国地方、東海地方のごく一部
に分布する。低山地から山地にかけての自然林の林床に生息
する。殻径3.6～4mmで、殻口近くのくびれは比較的収縮し、こ
れより殻口側の螺管の成長脈は粗く現れる。口唇は二重唇とな
る。四国産でカガワムシオイと仮称されていたものは本種と考え
られる（矢野・大原,2011）。形態的によく似たピルスブリムシオイ
は、殻径3mm程度で、くびれ部分の収縮は弱く、これより殻口側
の螺管の成長脈は細かい。

神戸市、宝塚市
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